
平成３０年度 

「中小企業の診断及び助言に関する実務の事例Ⅳ」の出題の趣旨 

 

 

第 1問（配点 24点） 

（設問1） 

財務諸表の数値に基づき、財務状態の評価目的に適合する財務比率を求めることで、診

断及び助言の基礎となる数値を算出する能力を問う問題である。 

 

（設問2） 

 適切な財務比率に基づき、同業他社と比較することで、財政状態及び経営成績を把握し

評価する能力を問う問題である。 

 

 

第 2問（配点 31点） 

（設問1） 

財務諸表等の数値から加重平均資本コストを求め、吸収合併で取得した資産に対する要

求キャッシュフローを算出する能力を問う問題である。 

 

（設問2） 

営業損益数値から増分キャッシュフローを求め、要求キャッシュフローとの関係に基づ

き、吸収合併を企業価値の視点から評価する能力を問う問題である。 

 

（設問3） 

 加重平均資本コストと増分キャッシュフローに基づき、資産価値の維持に必要な成長率

を求めることで、診断及び助言の基礎となる数値を算出する能力を問う問題である。 

 

 

第 3問（配点 30点） 

（設問1） 

 営業損益の内訳とその変動の予測に基づき、予測の営業損益を求めることで、診断及び

助言の基礎となる数値を算出する能力を問う問題である。 

 

（設問2） 

 サービス提供形態及び営業費用の内訳から、営業拠点の費用構造と開設投資の特徴につ

いて、分析する能力を問う問題である。 



 

（設問 3） 

 営業拠点の新たな開設と成長性の関係について、売上高及び利益への短期的・長期的な

影響の視点から分析する能力を問う問題である。 

 

 

第 4問（配点 15点） 

業務委託によるサービス業務の遂行について、事業展開や業績の視点から課題を把握し、

方策を提言する能力を問う問題である。 

 

以上 

 


